
芽室町自治基本条例（平成１９年３月５日公布） 

 
私たちのまち芽室町は、恵まれた豊かな自然のもと、先人が額に汗し、努力

を積み重ね、農業を中心とした経済の活性化と心ふれあうまちづくりを進め、

豊かな生活の基盤を整備してきました。 

私たち町民は、安全なこのまちで安心して暮らす幸せを実感できるよう、こ

のまちに住むすべての人たちが心を通わせ、人権を認め合い、支え合い、愛着

や誇りと生きがいを持ちながら暮らせるまちづくりを進めていかなければなり

ません。そして、先人の努力の積み重ねによって創られた「めむろ」の歴史や

文化、自然など貴重な財産を受け継ぎ、未来を担う子どもたちに引き継いでい

く義務があります。 

そのためには、自治の主役である私たち町民と、町長、議員及び職員が将来

にわたり共有すべき考え方や、自治を実現していくための町政運営の仕組みを

具体化し、制度として定めることにより「芽室町のことは私たち自らが決定し

まちを創っていく」意思を明確にしておく必要があります。 

さらに、それぞれの責任と役割を自覚し、協力し合い、共に生きながらまち

づくりに取り組んでいくことがますます重要になってきます。 

ここに、私たちは、芽室町政の基本的な制度と運営の原則を明らかにします。

そして、この条例が定める制度を定着させ、不足するものは補っていくことと

し、町民自治と民主主義が息づく「理想郷の芽室」を実現すべく、この条例を

制定します。 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、町政運営の基本原則として、自治運営の基本的な仕組み

を定めるとともに、町民、町長、議員及び職員の責務を定めることにより、

まちの憲法として共有され、町民が主役となった自治の実現を図ることを目

的とします。 

（定義） 

第２条 この条例における用語の意味は、次のとおりです。 

（１）町民 芽室町内に住所を有する人をいいます。 

（２）町 町長等及び議会で構成される地方公共団体をいいます。 

（３）町長等 町長、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、公平委員会、



農業委員会及び固定資産評価審査委員会をいいます。 

（町政運営の基本原則） 

第３条 町は、町民が主役となった自治の実現を図るため、次に掲げる事項を

町政運営の基本原則として定めます。 

（１）町民の知る権利を保障するとともに、十分な説明責任を果たすことによ

って、透明な町政を築き、かつ町民参加を効果的に推進するための条件を

整えます（情報の公開と共有）。 

（２）参加の意思を持つ町民がいつでも町政に参加でき、また、町民の参加の

意欲を高めるため、恒常的な参加の制度及びその時々に応じた参加の機会

を多様に保障します（町民参加の町政の推進）。 

（３）町と他自治体、北海道及び国との役割分担を明確にし、これらの多様な

主体との相互協力によって、町の公共課題の解決を図ります（多様な主体

との協力）。 

（４）総合計画、財政運営、法務体制、行政評価等政策活動の質を高めるため

に必要な制度の確立及びこれらの運用の原則を明らかにし、最良の手法と

技術を用いて政策活動を行います（行政の政策活動の原則）。 

（５）町を代表する町長の的確な意思決定と効果的な政策の立案、執行のため、

簡素で効率的な行政組織を編成するとともに、職員の政策能力の開発に努

めます（行政組織と職員政策）。 

（６）議会における町民参加と議員の自由討議の推進によって、広く町政の課

題を明らかにし、町としての最良の意思決定を導きます（議会と議員活動

の原則）。 

２ 町は、この条例で定める町政の制度を可能な限り相互に関連づけて活用し、

相乗的な効果をあげるよう努めます。 

３ 町は、この条例で定める町政の制度が複雑化して町民を遠ざけることがな

いよう、簡素で分かりやすく、誰にも共有される制度の改善を追求します。 

第２章 情報の公開と共有 

（町民の知る権利） 

第４条 町民は、町政に関する情報について知る権利があります。 

２ 町政に関する情報は、町民と町の共有財産です。 

３ 町政に関する情報の公開について必要な事項は、別に条例で定めます。 

（町の説明責任） 

第５条 町は、公正で開かれた町政を進めるため、町の仕事の企画立案、実施

及び評価のそれぞれの過程において、町民に的確な情報を分かりやすく説明

するよう努めます。 



２ 町は、町民から寄せられた意見、要望及び説明の求めなどに対して、誠実

に対応します。 

（個人情報の保護） 

第６条 町は、町民の権利や利益が侵害されることのないよう、町が持つ個人

情報を保護します。 

２ 個人情報の保護について必要な事項は、別に条例で定めます。 

第３章 町民参加の町政の推進 

（町民参加の権利） 

第７条 町民は、まちづくりの主役として町政に参加する権利があります。 

２ 町民は、前項の権利の行使に際し、性別、年齢、信条、国籍等によるいか

なる差別も受けません。 

３ 町民参加の活動は、自主性及び自立性が尊重され、町の不当な関与を受け

ません。 

４ 町外に住所を有する人の中で、町内で働いている人及び学んでいる人、ま

た、町内で事業を営む法人及び活動する団体についても、町政に参加する権

利があります。 

（町民参加の保障） 

第８条 町は、町の仕事の企画立案、実施及び評価のそれぞれの過程において、

町民の参加を保障します。 

２ 町民の参加について必要な事項は、別に条例で定めます。 

（町民参加の拡充） 

第９条 私たち町民は、町民参加が自治を守り推進するものであることを認識

し、その拡充に努めます。 

２ 町長等は、町民参加の拡充に向け、町政全般にわたる幅広い意見等を求め

るための組織を設置することができます。 

（町民投票） 

第１０条 町は、町政の重要な事項について直接町民の意思を確認するため、

町民投票を実施することができます。 

２ 町民投票について必要な事項は、別に条例で定めます。 

第４章 多様な主体との協力 

（自治体間の協力） 

第１１条 町は、公共課題の解決を図るため、他の自治体等との連携、協力を



進めるとともに、先進的な取組みを学びます。 

２ 町は、共通する課題の解決を図るため、関連する自治体間と対等協力の関

係を築き、広域連携等の研究を行います。 

（国及び北海道との協力） 

第１２条 町は、国及び北海道と対等な立場であることを踏まえて、相互に連

携し、協力関係を大切にしながら、公共課題の解決を図ります。 

２ 町は、制度改善等が必要な場合には、国、北海道及び関係機関に対し積極

的な提案を行います。 

（国際交流活動） 

第１３条 町は、他の国々との交流を通して得られた情報をまちづくりに活か

します。 

第５章 行政の政策活動の原則 

（総合計画） 

第１４条 町長等は、総合的かつ計画的に町政を運営するため、町のめざす将

来像を定める基本構想とこれを実現するための実施計画により構成される総

合計画を策定します。 

２ 町長等は、町民参加により総合計画を策定するため、芽室町総合計画審議

会を設置し、必要に応じて見直しを行います。 

３ 町長等は、総合計画の進捗状況を町民に公表するとともに、町民の意見を

述べる機会を設けます。 

４ 第２項の審議会について必要な事項は、別に条例で定めます。 

５ 総合計画は、町の政策を定める最上位の計画であり、町が行う政策は、法

令に基づくもの及び緊急を要するもののほかは、これに基づいて実施します。 

６ 町長等は、特定の政策における個別計画等を策定する場合は、総合計画と

の関係を明らかにします。 

（財政運営） 

第１５条 町長等は、健全な財政運営を行うため、最少の経費で最大の効果を

挙げるよう努めます。 

２ 町長等は、中長期的な財政計画を作成するとともに、総合計画及び行政評

価に基づいた予算を編成します。 

３ 町長等は、町の財政状況を明らかにするため、毎年度の予算、決算の状況

及び財政計画について、的確な指標などを用い、町民に分かりやすく公表し



ます。 

４ 財政状況の公表について必要な事項は、別に条例で定めます。 

（法務体制） 

第１６条 町長等は、地域の特色を生かした質の高い政策活動を行うため、自

主的な法令の解釈及び運用とともに、必要な条例の制定に努めます。 

２ 町長等は、前項の目的のため、職員の法務に関する能力の向上に努めると

ともに、有識者及び法令に関する専門機関等との連携により、必要な体制の

整備を行います。 

（行政評価） 

第１７条 町長等は、町が行う仕事について、具体的な成果目標を設定すると

ともに、目的や成果等を毎年点検し、効果的かつ効率的に町政を運営するた

め行政評価を実施します。 

２ 町長等は、行政の内部評価に加え、町民参加による外部評価を行います。 

３ 町長等は、行政評価の結果を公表するとともに、行政評価の結果を総合計

画及び予算の編成等に反映させます。 

４ 町長等は、最もふさわしい方法で行政評価を行うよう常に検討し、改善し

ます。 

第６章 行政組織と職員政策 

（行政の意思決定） 

第１８条 町長は、行政としての意思決定の手続きを行った上で、重要な事項

の方針を決定します。 

２ 前項の規定は、町長部局以外の町の機関についても準用します。 

３ 意思決定の手続きについて必要な事項は、別に定めます。  

（行政組織） 

第１９条 町の行政組織は、次に掲げる事項に基づき編成します。 

（１）社会や財政状況などの変化に迅速に対応すること。 

（２）簡素で効率的にすること。 

（３）透明性を高くし、町民に分かりやすくすること。 

（４）総合計画や行政評価等を反映させること。  

（職員政策等） 

第２０条 町長等は、職員の政策能力の向上のため、研修の充実を図ります。 

２ 町長等は、次に掲げる事項を考慮して職員定数適正化計画を定め、少人数



で効果的な行政運営を推進します。 

（１）事務・事業の適正化 

（２）財政状況と財政予測 

（３）町の政策課題 

（４）職員の年齢構成 

３ 町長等は、政策活動を活性化させるため、他の団体等との人事交流に努め

ます。 

（出資団体等） 

第２１条 町長等は、町が出資している法人名を毎年公表します。 

２ 町が一定割合を出資している法人経営状況等の公表について必要な事項は、

別に条例で定めます。 

第７章 議会と議員活動の原則 

（議会の役割） 

第２２条 議会は、町民による直接選挙で選ばれた議員によって構成される議

事機関として、町政の重要事項について意思決定を行います。 

２ 議会には、町民の意思が的確に反映され、公正で民主的に町政が運営され

ているかを監視し、けん制する機能があります。  

（議会の責務） 

第２３条 議会は、町長等が示す政策方針及び議案等の内容が、この条例の規

定に適合しているかを点検します。 

２ 議会は、政策の水準を向上させるため、議会の議決事項の拡大に努めます。 

３ 議会は、議会の活動に関する情報を町民に伝えるために、審議の過程や結

果などを町民に分かりやすく説明します。  

（議会の情報公開と町民参加） 

第２４条 議会は、議会活動に関する情報を町民と共有するため、次に掲げる

事項により、情報公開を推進します。 

（１）本会議及び委員会等の会議は原則として公開します。 

（２）本会議及び委員会等の会議の日程及び内容は、事前に町民に周知します。 

（３）審議過程や結果など議会に関する情報を町民に説明するための機会を設

けるよう努めます。 

（４）その他、町民に分かりやすい情報を公開するための方法を検討します。 

２ 議会は、町民との意見交換等の機会を設けるなど、町民参加の推進に努め



ます。 

（議会の活動） 

第２５条 議会は、議員間の自由な討議の尊重のもと、町政にとって最良の意

思決定を導くため、議会活動の充実を図ります。 

２ 議会は、政策の提言及び政策立案の充実を図るため、議会の閉会中におい

ても調査研究活動に努めます。 

３ 議会は、議会の活動を通して町政の課題を明らかにするため、本会議及び

委員会等における論点を明確にします。 

第８章 町民、町長、議員及び職員の責務 

（町民の責務） 

第２６条 私たち町民は、互いに尊重し、協力しあうとともに、自治の主体で

あることの自覚をもって、まちづくりに参加するよう努めます。  

（町長の責務） 

第２７条 町長は、町の代表者として、公正で民主的かつ誠実に町政を運営し

ます。 

２ 町長は明確な理念のもと、長期的視野に立って、町政を運営します。 

３ 町長は、町民の意向を常に把握し、意思を尊重するように努めます。 

４ 町長は、職員の育成を図るとともに、能力を最大限に引き出すよう努めま

す。 

（議員の責務） 

第２８条 議員は、町民による直接選挙で選ばれた者として、町民の意向を常

に把握し、議会活動に反映します。 

２ 議員は、公正かつ誠実に職務を遂行するため、自己研鑽に努めます。 

（職員の責務） 

第２９条 職員は、町民とのコミュニケーションを大切にするとともに、常に

町民の視点に立って仕事を行います。 

２ 職員は、正確かつ迅速に仕事を行います。 

３ 職員は、前例にとらわれることなく、柔軟な発想により創意工夫のもとに

仕事を行います。 

４ 職員は、必要な情報の収集及び自己啓発に努めます。 

第９章 最高規範性と見直しの継続 

（最高規範性） 



第３０条 この条例は、町が定める最高規範であり、町民、町長、議員及び職

員は、この条例を誠実に守ります。 

２ 町は、町政運営の基本原則に基づき、基本的な制度の整備に努めるととも

に、他の条例、規則などの制定、見直し及び運用に当たっては、この条例の

趣旨を尊重し、この条例との整合性を図ります。 

（見直しの継続） 

第３１条 町は、この条例の施行から４年を超えない期間ごとに、この条例の

目的を達成しているかどうか点検を行い、必要な場合は、この条例の改正な

ど、町民参加手続に基づき適切に対応します。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行します。 

（芽室町情報公開条例の一部改正） 

２ 芽室町情報公開条例（平成１０年芽室町条例第４８号）の一部を次のよう

に改正します。 

  第１条中「、町政に対する理解」を「、町民の知る権利の保障と町政に対

する理解」に改めます。 

  第９条第２項第２号中「著しい支障が」の次に「明らかに」を加え、同項

中第３号を削り、第４号を第３号とし、第５号を第４号とし、第６号を第５

号とします。 

（財政事情説明書の作成及び公表に関する条例の一部改正） 

３ 財政事情説明書の作成及び公表に関する条例（昭和３５年芽室町条例第４

号）の一部を次のように改正します。 

  題名中「財政事情説明書」を「財政状況」に改めます。 

  本則中「財政事情説明書」を「財政状況」に改めます。 

  第３条第２号を次のように改めます。 

（２）当年度の予算の状況 

第３条中第４号を第７号とし、第３号の次に次の３号を加えます。 

  （４）財政計画 

  （５）町が出資している法人の名称 

（６）地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 152 条に規定する法 

人の経営状況 


